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第１章　目　的

第２章　地域及び地積

　第１節　地　域

(第1表)

　第２節　地　積

( 2024年 4月現在 ) (第2表)

市町村名

事 業 名 地 域

計現況地目 田

区画整理 沖縄県宮古島市城辺

畑

23.50.30.0

備 考
その他

(ha) (ha) (ha)

- 22.7

原 野 山 林

(ha)(ha)

0.0
区画整理

0.5

宮古島市 - 0.3 23.5

- 1 -

合 計

　本地区は宮古島南部に位置し、基幹作物であるサトウキビを主体とした営農を行っている。
  基幹かんがい施設は、既に国営かんがい排水事業により整備が完了しており、本地区入口まで農業用水路（パ
イプライン）が整備されている。
　本地区の農地は区画が不整形で通作道が少ないため、機械化が図れず多大な営農労力を必要としている。ま
た、地区内には排水路が整備されておらず、農家にとって大きな負担となっている。これらの課題を解決するた
め、区画整理を行うことで機械化農業の推進を図るとともに、担い手農業への集積を促進し将来的な農業経営の
安定に資する整備を総合的に実施する。

22.7 0.5

(ha)
事 業 名



第３章　現　況

　第1節　気象及び海象

 1． 一般気象

(第3表－1)

℃ ℃ ℃

ｍｍ ｍｍ ｍｍ

ｍｍ ｍｍ ｍｍ

日 日 日

日 日 日

m/s

 2． 特殊気象

(2－1) (第3表－2)

発生 発生 発生

確率 確率 確率

(mm) 1/36 1/19 1/14

(mm) 1/338 1/35 1/24

(mm) － － －

(mm) 1/32 1/27 1/22

(日) 1/58 1/40 1/12

(2－2) (第3表－2)

発生 発生

確率 確率

(mm) 1/11 1/10

(mm) 1/17 1/15

(mm) － －

(mm) 1/18 1/7

(日) 1/8 1/7

最多風向
（N）

最多風向発生時期

最大風速発生年月日
NNE

38.4

昭和12年～平成28年

－

第 1 位

最大4時間雨量

S45.4.19

観 測 所 名

宮古島地方気象台

最大日雨量 322

138

41

－

S61.11.1 248

H8.5.31 94

389

観 測 期 間

－ －

H6.10.12
～11.22
H16.6.11
～7.22

最大連続干天日数 42

最大連続雨量 478

昭和12年～平成28年
数量

最大時間雨量

最大日雨量 251

96

527最大連続雨量

備 考

100

観 測 期 間
数量 年月日

S52.4.11
～5.21

－

S60.8.16

－

数量 年月日

285
284

数量

－

H18.8.17
～9.30

106 S13.4.20

年月日

263 H14.9.6

1,984

75

-

昭和59年

昭和59年1,771-

-

第 3 位第 2 位

-

H15.9.11
S63.4.28

平成15年9月11日

12月～4月

(風　向)

-

最大風速

90

降　水　量
基 準 年 (mm)

75

1,771

月 ～　　　月

1,984 -平 均 (mm)

備 考
計

又は平均

23.6

非かんがい期

-

観測所名

23.6

かんがい期

1月 ～12月（通年）

宮古島地方気象台

観測期間 昭和49年 ～平成28年

平 均 気 温 ( ℃ )

58

90

S30.10.18

－ －

基 準 年 ( 日 )

根 雪 期 間

降水日数

無 霜 期 間

平 均 ( 日 )

493
S63.4.27

～5.2

45

観 測 所 名
第 4 位

宮古島地方気象台

S63.11.11
～H1.1.7

最大連続干天日数

S60.8.14
～8.19

H3.9.15
～9.30

55

第 5 位

H28.4.13

S54.6.15

年月日 数量

512

- 2 -

H8.5.30
～6.2

最大時間雨量

－

H15.9.7
～9.12

最大4時間雨量

H10.6.26
～8.19

年月日



 3． 海　象 該当なし

観測所名

　第2節　土地状況

 1． 地形、土壌及び浸食の程度

(2－1) (第4表－1－1)

(2－2) (第4表－1－1)

50.0

面積 (ha)

比率 (ha)

比率 (ha)

94.9% 3.8% 1.3% 0.0%

22.3 0.9 0.3 0.0 0.0 23.5

以下

100.0%

0.9 0.3 0.0

0.0%

畑・その他

計

20°

--

傾斜区分

(ha)

3°

-

8° 15°

23.5

15° 以上

3°

-

田

-

- - --(ha)

既住最高

測　位

(ｍ)

均干潮位

(ｍ)

さく望平 上下弦平

1／20 以上

均満潮位

～～

(第3表－3)

平均潮位

(ｍ)

さく望平

均干潮位

上下弦平 既住最低

(ｍ)(ｍ)
観測期間 　 年～　年

実 測 値

(ｍ)(ｍ)

(　　　　　)

-

-

均満潮位 潮　位 備 考

(　　　　　)

1／100

0.0%3.8%

22.3
39.4

100.0%

0.0

受益地標高

- -

- -

備考

(ｍ)

最

高

最

低

(ｍ)

地 目

傾斜区分 計

1／11.5

1／11.5

-

-

面積

(ha)

比率

1／20

- - -

1／1000

- -

～

1／100

事
業
名

区
画
整
理

合
計

-

以下

(ha) -

1／1000

面積

比率

- 3 -

～ ～

20°

94.9% 1.3% 0.0%

合
計

8°

区
画
整
理

事
業
名

地 目

面積 (ha)

～



(第4表－1－2)

土壌統 表土

(区)名 一層 二層 三層

区
画
整
理

備
 

考

土 壌 統 ( 区 ) 区 分 一 覧 表

母
 

材

ｸﾞﾗｲ層

項目 面 積 (ha)

土 壌 断 面

推
積
様
式

事 業 名

計

- 4 -

計 23.5

泥炭層

黒泥層

及　　び

HC

色
腐
　
植

礫
　
層

酸
化
沈
澱
物

土 性

下層土

23.5

多良間統 赤褐色 なし

摩文仁統 暗赤色 なし

あり なし HC

あり なし HC

- なし 残積

残積

19.4 19.4

4.1

琉球石
灰岩

琉球石
灰岩

4.1HC － なし



(第4表－1－3)

(第4表－1－3)

2． 土地分類 該当なし

(第4表－2－1)

3° 8° 12° 15° 20° 25° 30°

～ ～ ～ ～ ～ ～ 以上

市町 8° 12° 15° 20° 25° 30°

村名 (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha)

(2-1)

(2-2)

面積(ha)

事
業
名

区　分

区　分
事
業
名

比率(％)

土壌の流亡率

面積(ha)

比率(％)

　　　　級地別

二級地

計

※は傾斜
以外の要
因による

もの

※ ※

農 用 地 造 成

一級地

備 考

三級地

(ha)

四級地

計

ガリ浸食の程度

大なる
もの

備 考
中程度の

もの

- 5 -

※

年平均流亡速度

25～50％ 5mm以上3mm未満50％以上 3～5mm0～25％0 0



(第4表－2－2)

3． 土地利用の状況

( 2024年 4月現在 ) (第4表－3)

(ｈａ) (ｈａ) (ｈａ) (ｈａ) (ｈａ) (ｈａ) (ｈａ) (ｈａ) (ｈａ) (ｈａ) (ｈａ) (ｈａ)

備 考

23.5

23.5-

宮古島市 - 22.7

- -22.7 -

-

-

0.3- - 0.5- -

0.30.5--

区
画
整
理

-

計 -

22.7

--

普
通
畑

-

- -

山林

そ
の
他

0.5- 0.3

計
原
野

薪
炭
林

牧
草
畑

果
樹
園

採
草
放
牧
地

茶
園

市町村名

事
　
業
　
名

水
田

　　　　　　(ha) 　　　　　　(ha)

樹
園
地

そ
の
他
の

市町村名 　　　　　　(ha) 　　　　　　(ha)

耕 地　　土地利用別

計

用
材
林

　　　　級地名 干 拓

備　考一級地

　　　　　　(ha)

二級地 三級地 計四級地

-

- 6 -

合 計 - - 23.5



4． 土地所有の状況

( 2024 年 4 月現在)

面積 (ha)

受益者数 (人)

筆数 (筆)

面積 (ha)

受益者数 (人)

筆数 (筆)

- 7 -

41 - - - 41

機能交換

-

41 - - - 41

0.0

0

0.0 23.5

108 0 10 0 118

0.4

118

41 - - -- 41

所有・使
用賃借権

23.5

041 - - - 41

23.2

0

0.00.0 0.0 0.4

-機能交換

(第4表－4)

　　　　所有別

個人有 字有 市有 県有 計 備　考企業有

合
　
　
計

0

23.2 0.0

備考（関係戸数）

事
業
名

区
画
整
理

区　分

0 0 10108

権利関係 - -

備考（関係戸数）

-権利関係
所有・使
用賃借権

- -



　第3節　水利状況

1． 用水状況 該当無し

(１) 用水系統

(2) 用水施設

(ア) 取水方法一覧表

～ ha

 施設名 ha ha ha ha

 施設名 m
3
/s m

3
/s

慣行水利権

m3/s

延べ
取水量

箇所

(第5表－1)

事業名

か ん が い 面 積

ha以上

箇所 箇所

計

井堰

貯水池

箇所

その他

計

合 計

用水路

計

　　　項目

揚水機

用水路

自然取水口

ha未満

事業名

　　　項目
水利権

箇所

(第5表－1)(2-2)

井堰

自然取水口

揚水機

その他

計

貯水池 - -

計

箇所

- 8 -

合 計

(2-1)

--

備 考

-



(イ) 改修を要する施設一覧表

 施設名 (ha)

(3) 用水に関する被害状況

(ア) 用水不足による被害状況

(ha)

(ｔ)

(ｔ)

(第5表－2)

計

計

合 計

(第5表－3－1)

備 考

 系統名

作物名 減産量

(2-2)

合 計

事
業
名

項　目
平均減産量

計

計

必要水量面積

(千ｍ3) (千ｍ3)

平 均

(千ｍ3)

計

かんがい 現　　況

計

 系統名 (ｍ3/s) (ｍ3/s)

貯水池

構 造 規 模
事
業
名

　　　項目 施設名

備　考又は 受益面積 又は

箇所数 更新年

改修を必要
とする理由

新設年

自然取水口

井堰

用水路

揚水機

その他

合 計

平 均 基準年

かんがい期最大不足水量 かんがい期総不足水量

基準年

- 9 -

(2-1) (第5表－3－1)

事
業
名

項　目 不 足 水 量



(イ) その他の被害状況

(ha) (ｔ)

(4) ため池決壊の場合の想定被害状況

(第5表－3－3)

(第5表－3－3)

水温　(℃)
面　　　積

最　低

事業名

かんがい

最　高

時期別

(第5表－3－2)

備 考被害量

農業用
田

計
備 考

畑

計

計

事業名
その他

合計

水質

(2-1)

施　設

家　屋

想定被害面積　(ha)

施　設 その他
公　共

計 農地

想定被害額　(百万円)

作物

- 10 -

合 計

想定被害額　(百万円)

事業名

(2-2)



2． 排水状況

(１) 排水系統 ｛別紙　現況排水流域図｝

(2) 排水施設 該当なし

(ア) 排水方法一覧表

ha ha ha

ha

排水慣行

(m
3
/s) (m

3
/s)

ha未満

項 目

箇所

ha以上 ～

水 門

排 水 機

計

水門及び排水機

備 考

箇所

施設名

排水路及び排水機

合 計

計

(2-2)

計

排 水 路

水 門

項 目 現況排水
能力

機
械

排 水 路

(第5表－4)

(第5表－4)

排 水 面 積

箇所 箇所

- 11 -

計

合 計

機
械

排 水 機

水門及び排水機

排水路及び排水機

施設名

(2-1)

自
然

計

事業名

自
然

事業名



(イ) 改修を要する施設一覧表

(ha)

自
然

計

自
然

排水路及び排水機

計

機
械

計

計

水門及び排水機

排水路及び排水機

排 水 路

項 目

排 水 機

水 門

機
械

事業名

施設名

合 計

水門及び排水機

(2-2)

(2-1)

事業名

施設名

更新年

新設年

項 目

排 水 路

水 門

排 水 機

又は

施設名

又は

箇所数

(第5表－5)

規模受益面積 構造

- 12 -

(第5表－5)

改修を必要とする理由 備 考

合 計



(3) 排水に関する被害状況

(ha) (mm) (cm) (hr) (ha)

(t)

(第5表－6)

作物名
減産物

平 　均

減産量

湿

湿

湛水面積
降水量

湛 水 状 況

湛水深 湛水時間

その他

平
均

基
準
年

畑

平
均

基
準
年

湿乾

(2-1)

(2-2)

平
均

基
準
年

乾

合計

事
業
名 系

統
名

項
目

計

田

乾湿状況(ha)

排水面積

計

- 13 -

合計

乾湿状況(ha)

事
業
名

項
目

系
統
名

(第5表－6)

備 考

湛水量

乾
(千m3)



　 3． 河川状況 該当なし

(１) 河川状況

(2) 洪水に関する被害状況

平 均 被 害 額

項　目 農 用 地

過去の最大被害額

区　分 (百万円) (百万円)
備 考

(第5表－8)

(第5表－7)

備考

(百万円)

既住最大洪水量

農 用 施 設 作 物

計 画 洪 水 量

(m3/s)
断 面勾 配

公 共 施 設

(2-2)

(百万円)

 河 川 名

(m3/s)

流 路 状 況
　　項　目

- 14 -

(第5表－7)

　　項　目

 河 川 名

(2-1)



　第4節　道　路　概　況

1．道路概況 ｛別紙　現況道路模式図　参照　｝

2．主要道路一覧表

(m)

3 市城辺63号線 宮古島市 1069.3 4.5 4.5

(2-1) (第6表)

Ｎｏ 路線名 管理区分別
延長 幅 員 (m)

全幅 有効

1 沖縄県 1237.2 10.1 7.6県道友利線

2 宮古島市 481.5 10.7 7.7市城辺34号線

4 宮古島市 357.6 5.9 5.9市城辺33号線

5 宮古島市 154.3 5.0 5.0市城辺262号線

6

7

宮古島市 263.9 3.0 3.0市城辺263号線

7.0 7.0市城辺64号線

3.6257.8

(2-2)

Ｎｏ 構 造

5.1

改 修 の 要 否 備 考

宮古島市

里道⑥

3 アスファルト 一部改修 施工区域内

施工区域外

2 施工区域外

1 アスファルト

宮古島市 515.7

8 3.6

4 アスファルト 既設利用 施工区域外

市城辺314号線

アスファルト

6

アスファルト 既設利用 施工区域外5

施工区域外

20 アスファルト

施工区域外

既設利用 施工区域外9 アスファルト

19 無し 改修

- 15 -

既設利用

里道⑨

施工区域内

既設利用 施工区域外

アスファルト 既設利用 施工区域外

施工区域外

施工区域内

既設利用

24 砂利舗装

既設利用

11 施工区域外アスファルト

アスファルト

既設利用 施工区域外

7

25 無し

アスファルト 既設利用

26 無し 改修

既設利用

8

10

一部改修 施工区域内

9 市城辺261号線 宮古島市 265.5 5.1

10 市城辺264号線 宮古島市 234.3 4.6 4.6

11 市城辺134号線 宮古島市 302.8 5.0 5.0

12 市城辺363号線 宮古島市 187.3 4.0 4.0

13 市城辺135号線 宮古島市 184.8 4.0 4.0

14 市城辺136号線 宮古島市 910.0 5.7 5.7

15 里道① 宮古島市 79.3 3.0 3.0

16 里道② 宮古島市 168.1 3.0 3.0

17 里道③ 宮古島市 260.5 3.0 3.0

18 里道④ 宮古島市 73.0 2.5 2.5

19 里道⑤ 宮古島市 72.1 3.0 3.0

既設利用 施工区域外

25 里道⑪ 宮古島市 163.0 3.0

既設利用

(第6表)

アスファルト

23 無し 既設利用 施工区域外

21 無し 既設利用 施工区域外

22 砂利舗装

里道⑩

里道⑫

20

21

22

23

24

26

里道⑦

里道⑧

宮古島市 99.8 3.0 3.0

宮古島市 146.1 3.0 3.0

宮古島市 55.3 3.0 3.0

宮古島市 44.5 3.0 3.0

宮古島市 69.5 3.0 3.0

宮古島市 28.5 3.0 3.0

3.0

12 アスファルト 既設利用 施工区域外

13 アスファルト 既設利用 施工区域外

改修 施工区域内

14 アスファルト 既設利用 施工区域外

15 砂利舗装 改修 施工区域内

18 無し 既設利用 施工区域外

16 砂利舗装 改修 施工区域内

17 砂利舗装



　第5節　地域農業の概況

1．産業別就業人口

(人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人)

(人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人)

(人) (人) (人) (人) (人)

建設業 製造業

(3-1) (第7表－1)

電気・ガス
・熱供給
・水道業

情報
通信業

市町村名

項
目

総数
農業

・
林業

漁業
鉱業・砕
石業・砂
利採取業

宮古島市 28,047 4,026 225 16 2,970 1,156 101 247

計 28,047 4,026 225 16 2,970 1,156 101 247

比率(％) 100% 14.4% 0.8% 0.1% 10.6% 4.1% 0.4% 0.9%

(3-2) (第7表－1)
項
目

運輸業
・

郵便業

卸売業
・

小売業

金融業
・

保険業

不動産
業・物品
賃貸業

学術研
究・専門
技術ｻｰﾋﾞ

ｽ業

宿泊業・
飲食ｻｰﾋﾞ

ｽ業

生活関連
ｻｰﾋﾞｽ業・
娯楽業

教育
学習

支援業

市町村名

宮古島市 1,055 3,057 266 465 2,899 1,041 1,382

計 1,055 3,057 266 465 662 1,382

項
目

1,041

比率(％) 3.8% 10.9% 0.9% 1.7% 2.4% 10.3%

- 15-1 -

令和２年　国勢調査

比率(％) 14.6% 1.1%

市町村名

宮古島市 4,098 309 1,387

計 4,098 1,387

(3-3)

2,505

公務
(他に分類
されるもの

を除く)

2,505

医療
・

福祉

複合
サービ
ス業

2,899

309

4.9% 8.9% 0.6%

180

分類
不能

の産業

ｻｰﾋﾞｽ業
(他に分類
されない

もの)

662

180

備　　考

3.7% 4.9%

(第7表－1)



2．経営耕地広狭別経営体数及び耕地の分散状況並びに主副業別経営体数

例外規定 0.3 0.5 1.0 1.5 2.0 3.0 5.0

の適用を

0.5 1.0 1.5 2.0 3.0 5.0 10.0

(ha)

（ )

区分

862 504

3.8

- 48% 40% 100%

-

20.0

市
町
村
名

区分

市
町
村
名

(3-3)

宮古島市

計

比率(％)

宮古島市

-

-

比率(％) -

-

計 -

-

一経営体
当たり
団地数

団地当た

主業

樹園地

1.6 0.6-

4

36

10.0

農用地面積(ha)

草地 計畑田

　り面積

1.5

17%

(第7表－2)

20.0

22.2%

779 802 552 651

15.3% 10.8%

392 147

392651

4.1%

～ ～ ～

経 営 耕 地 広 挟 別 経 営 体 数

～～ ～ ～

(3-1)

(3-2)

宮古島市

区分

市
町
村
名

計

比率(％)

12

12

2.3

経営耕地広狭別経営体数

～

0.6

4

小計

1経営体当たり平均

以上

3.8

(第7表－2)

(第7表－2)

802

219

552

18.0%

147779

21.5%

- 16 -

36

4 1.6

ha

耕 地 の

分散状況

0.3%

1.5

3,617 23

自給的
農家

受けるもの

3,617 23 219

100% 0.6% 6.1%

経 営 体 数

2020年農林業センサス

504 2,117

主 副 業 別

備 考

2,117

25%

準主業 副業的

総
農
業
経
営
体
数

14% 61%

2.3

862

60%1.0%



3．動力農機具及び主要家畜頭数

市町村名

（ )

市町村名

市町村名

（ )

宮古島市 9,790

計 32,8879,790 619

備 考

(第7表－3)

619 31

5,111

460

460 32,887

106,087

31

(戸)

771 110

771 110

9

9

(戸) （頭） (戸)

701

割合（％）

100戸当たり

数量（台、頭）

100戸当たり

利用戸数

計

(3-3)

項 目

割合（％）

2

98

戸数

項 目

100戸当たり

利用戸数

宮古島市 1,236

数量（台、頭）

計 1,236

豚

-

肉用牛

主 要 家 畜

-

(台) (台)

戸数数量 数量

(戸)(頭)

数量

26

(頭)

戸数

(第7表－3)

戸数数量

山羊

宮古の農林水産業(H28.12)

(羽)

24

採卵鶏

数量

- 1,137

数量

(戸)

歩行用トラクター

- 1,137

戸数

98-

- 1,464

1,464

宮古島市

-

31

(3-1)

(3-2)

項 目 動 力 農 機 具

(戸)

ハーベスター

戸数

(戸)

動力噴霧機

- 17 -

1,582
数量（台、頭）

利用戸数

割合（％）

(台)

-

数量

宮古の農林水産業(令和４年度版）

(第7表－3)

戸数戸数

(台) (戸)

数量

乗用型トラクター



4．主要作物付状況

(ha) (ha) (ha)

( )

( )

(2-1)

単位面積

宮古島市

10,800

市町村名

区 分

5,9385,563

1,002

市町村別延べ作付率（％）

(2-2)

作 物 名

小 計

サトウキビ

田 裏 作

畑

果樹 果樹

市町村名

作 物 名

葉たばこ

田

表 作 -

小 計

(第7表－4)

(第7表－4)

(kg/10a)

作付面積

計

樹
園
地

計

361

備 考

- -

計

作付面積 当たり収量

単位面積

(kg/10a)

-

-

-

- -

基幹

小 計

- 18 -

樹
園
地

葉たばこ

野菜 野菜類

小 計

葉たばこ

宮古の農林水産業(令和４年度版)

-

市町村別延べ作付率（％）

-

表 作

-

-

-

-

野菜作付面積のみＨ26年調査面積

総本地面積(ha)

果樹

407

総耕地面積(ha)

畑

サトウキビ基幹

総耕地面積(ha)

総本地面積(ha)

区 分

裏 作

果樹

-

野菜類

小 計

葉たばこ

361

小 計

野菜

82

1,608

-

234

-

作 付 率

(％)

-

当たり収量

82

-

-

5,563

平均

単位面積

当たり収量

-

407

1,002

作付面積

5,938

-

(kg/10a)

234

1,608



5．農業の動向

項　　目

区　　分

項　　目

区　　分

Ａ：令和２年

Ｂ：平成27年

Ｃ：平成22年

( )

(2020年農林業ｾﾝｻｽ)

118

70

－

91

－

B

96 －

(2015年世界農林業ｾﾝｻｽ)

(2010年農林業ｾﾝｻｽ)

－

120

過疎地域

－

60 －

106106

86

マンゴー

変化の理由

(C年を１００

114

変化の状況

とする指数)

変化の状況

変化の理由

〔主要作物・動力農機
具〕
宮古の農林水産業
(平成27年産・22年
産・17年産)

とする指数)

79

176

(C年を１００

従事者数

農 家 数

151

96

備 考
B A

動力農機具

地域指定等
A家畜名

大 家 畜

農機具名

肉用牛

さとうきび
刈取機

77

ﾄﾗｸﾀｰ
(24PS以上)

(第7表－5)

B A

89

土 地

飼料作物

樹園地

A

- 19 -

かぼちゃ

葉たばこ105

77
ﾄﾗｸﾀｰ

(24PS未満)

62

(第7表－5)

第一種兼業

98

79

37

105 86

- -

耕 地

田

71

畑

B

107

109

A

専業農家

主 要 作 物

総農家数

作物名

さとうきび

B

126

2010-2020農林業センサス

(2-1)

(2-2)

農 家

農 家 数

第二種兼業

農    業



　第6節　地域環境の状況

　 (1)  下南最寄地区の環境概要

　 (2)宮古島市の環境概要

0 種

0 種

最大47 種

最大6 種

最大3 種

最大9 種

最大2 種

0 種

・国指定 0 件 0 件 ・市町村指定 1 件

ha

ha

ha

ha

ha

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

1件 ﾂﾏｸﾞﾛｾﾞﾐ

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

風致地区

群　落

甲殻類

両生類

爬虫類

貴重種

貴重種

貴重種

該当なし

土地利用に関
する規制

3,262

農用地区域

県指定

農業振興地域

森林地域

19,558

保安林

植 物

環  境  要  素 項　　目 特　記　事　項　・　概　略　説　明

貴重種

哺乳類

国指定

自然公園地域 有

県指定

貴重種

動　　物

河川区域（二級河川）

河川区域（準用河川）

1,112

湧水・井戸

貴重種鳥類

天然記念物

国指定

自
　
然
　
環
　
境

淡水魚類

ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ類、ﾐﾔｺｻﾜｶﾞﾆ

該当なし

カラスバト、キンバト、イイジマムシクイ、アカヒゲなど

該当

貴重種昆虫類

社
　
　
会
　
　
環
　
　
境

無

市町村指定

市町村指定

自然環境保全地域

鳥獣特別保護地区

名勝

- 20-

・県指定

該当なし

ﾂﾏｸﾞﾛｾﾞﾐ、ｺｶﾞﾀﾉｹﾞﾝｺﾞﾛｳ、ﾐﾔｺﾏﾄﾞﾎﾞﾀﾙ等

貴重種

水利用状況

3,262

埋蔵文化財包蔵地

11,524

該当なし

該当なし

法
　
　
的
　
　
規
　
　
制

6件 ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ類、ｶﾗｽﾊﾞﾄ、ｷﾝﾊﾞﾄ、ｷｼﾉｳｴﾄｶｹﾞ、ｲｲｼﾞﾏﾑｼｸｲ、ｱｶﾋｹﾞ

2件 ﾐﾔｺｻﾜｶﾞﾆ、ﾐﾔｺｶﾅﾍﾋﾞ

地域森林計画対象民有林

　下南最寄地区は、区画が不整形で農業機械の作業効率が悪い。また、土壌は上層は透水性が高く下層は緊
密で透水性が低く保水性に乏しい特徴を持つ多良間統がほとんどを占める。農地からの赤土流出など自然環境
面及び生産環境面の課題を有している。
　このため緑地・緑被率を高めるための対策や赤土流出防止対策による生態系や景観への配慮が課題である。

(第7表-6)

自然環境保全
に関する規制

史跡

文化財保護に
関する指定

ｷｼﾉｳｴﾄｶｹﾞ、ﾐﾔｺｶﾅﾍﾋﾞ、ﾐﾔｺﾄｶｹﾞ、ｻｷｼﾏｱｵﾍﾋﾞなど

ミヤコヒキガエル､ヒメアマガエル､サキシマヌマガエル



第４章　一　般　計　画

　第1節　事業計画の要旨

1．要　　旨

2．事業別面積

21.6

区画整理 - 21.6 -

水

田

果
樹
園

　本地区は宮古島市の南部に位置し、基幹作物であるさとうきびを主体とした農業を展開し
ているが、ほ場の区画は不整形で通作道が少なく、ほ場の勾配が急勾配の箇所も多い。前述
した理由から機械化が図れない状況であり、多大な営農労力を必要としている。また、地区
内には排水路が整備されておらず、湛水被害もみられ農家にとって大きな負担となってい
る。
　このため、区画整理を行うことにより、機械化農業の推進及び湛水被害の解消を図るとと
もに、担い手農家への集積を促進し将来的な農業経営の安定に資する整備を総合的に実施す
る。

(ha)

利用区分
牧
草
畑

- 21 -

- -

(第8表)

21.6

事業名 区画整理

(ha)

普
通
畑

- 21.6

(ha) (ha)事業目的

土 地

計

(ha)

-

小
計



　第2節　営農計画及び土地利用計画

1．営農計画の概要

2．土地利用区分

事
業
名

(ha)(ha)区分

土 地

利 用 茶園

22.8

(ha)

(ha) (ha) (ha) (ha)

-

果樹園

--

-

　本地区の計画作物は、施設整備後、農業用水の安定供給が可能となり、単収の増、高収益
性作物への転換が見込まれることから、基幹作物のサトウキビを中心に、施設作物、露地野
菜、牧草を作付けする営農計画とする。

原野 山林 その他 計

(第9表－1)

(第9表－1)

備 考

21.6

21.6

- 1.9 23.5

- 0.7 23.5

1.9 23.5

-

-

22.8

-

-
区画整理

-

区分

区 分

-

21.6 -計 画

牧草畑

21.6 -

(ha)

22.8 -

小計

土 地

- -

(ha)

22.8

現 況

(ha)

田 普通畑

計
-

現 況
区画整理

(2-1)

(2-2)

事
業
名

現 況

計 画

利 用

区 分

- 22 -

計
現 況

計 画 -

-

-

- 0.7 23.5

-計 画

-



3．作付方式

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

○ ○ △ △ ◎ ◎

◎

◎

△ △

◎ ◎

◎ ◎

葉たばこ 普通畑 △

とうがん 普通畑

カボチャ
（2期）

普通畑

飼料作物 普通畑

普通畑

◎

△

◎

◎

普通畑

にがうり

かんしょ 普通畑

◎ ◎

◎

◎

△ △

△ △

△ △

普通畑
◎

◎

△

◎

◎

◎ ◎

△ △

△

◎

◎

現
　
況

飼料作物

◎

◎

事
業
名

経営類型
土地利用

区分
項
目

普通畑

- 23 -

計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画

(第9表－2)

備
考

カボチャ
（1期）

【1段表記】毎年、【多段表記】<1段目>1年目／<2段目>2年目／(<3段目>3年目)

◎◎△

○ ○ ◎

ちんげん
さい

施設畑

さやいん
げん

施設畑 ◎

◎

：収穫

区
画
整
理

サトウキビ 普通畑
◎

マンゴー

◎

◎

さとうきび
（春植）

△

：播種 : 移植（定植）

さとうきび
（株出）

マンゴー

普通畑

◎

◎

◎

施設畑

さとうきび
（夏植）

◎ ◎
普通畑

普通畑
◎

△

◎



4．生産計画

(ha) (％)

土地

利用区分

(t) (t)

土地

利用区分

ちんげんさい

〃

にがうり 0

とうがん 0 25

〃

-

155

-

-38

99.6100.0

0.0

0

30

0.3 0.3

211

作付率　50％

12,337 -

-

1.3

- 6,074

42

1,032 1,187

0.0 1.3

0

0

1

0 6

0.0 0.3 0.3

現況 計画

1

2 2

6

0

同左生産量増減の内訳

824 -4

1

-

25

建坪率　80％

-

-

2

6

作付率

517

14

4

0.0

70

-12

面積増減
単位面積当たり

9,601 11,521 1,920

30

198

30

0.0 2.6

100.0

備考

3

25

14 14

単位面積当たり

収量(kg/10a)

収量増加

192

172-135

0

4 40

-

増減

28

3 3

479 37

253 4250

0

- 1,930

1,222 -

81.6 8,985 2,995

4,053 6,080

2,2036,608

合 計

(第9表－3)(2-1)

(2-2)

現況 計画 増減

224 17

631

〃

4,405

2,027

82

-

5490.0

0.0

207

現況 計画

3.6

1.5 14.0

5,990

1.8

13.3

50.2

〃

9.6

0.0 6.1

0.0 2.6

-

さとうきび

(第9表－3)

19.6 22.9

99.6

0.0 2.2

かんしょ

裏作

表作

9.6

計

さやいんげん

0.1

3.3

13

（春植）

飼料作物

（株出）

さとうきび

マンゴー

（Ⅰ期・Ⅱ期） かぼちゃ

事業名 作物名

普
通
畑

項目

さとうきび

葉たばこ

区
画
整
理

施
設
畑

（夏植）

施
設
畑

生 産 量

さやいんげん 0.1

0.6

0.0 0.2 - 1,342 -

-

0.2

3.3

0.0

0.0 0.6 0.6

0.0

22.9

0.6

0.1

19.6

16.0

2.90.3

2.2

2.6 2.2 -0.4

1.40.0

0.4

さとうきび

作物名

現況

計

11.5

作付面積

計画 増減

0.1

事業名

普
通
畑

かぼちゃ

（夏植）

項目

（春植）

（Ⅰ期・Ⅱ期）

- 24 -

さとうきび

3.2

-0.30.7

さとうきび

区
画
整
理

表作

裏作

-4.5

（株出）

1.4

にがうり

とうがん

かんしょ

0.0

葉たばこ

合　　　　　　計

マンゴー

飼料作物

ちんげんさい



5．労働改善計画

項目

土地 (hr/10a)

利用区分 (ha)

作付率
50％

- 25 -

（区画整理にかかる省力化） (第9表－4)

備　　考作付面積

区 分 現 況 計 画

6.2

事業名 作　物　名

単位面積当たり労働投下量

さとうきび
11.5

人 力

1.4

飼料作物 2.2

（夏植）

0.4

さとうきび
3.2

161.6

さとうきび

4.0

機械力 21.2

133.3 3.7

△ 36.8

0.1

△ 129.6

（春植） 機械力 15.1 4.7 △ 10.4

人 力

葉たばこ

人 力

△ 0.5

0.1 0.0

人 力 137.0

機械力 9.5

機械力 5.0

合 計 21.2

区
画
整
理

普
通
畑

かんしょ 0.3
△ 22.8

81.4 △ 29.5

5.7 △ 3.8

7.4 △ 15.2

かぼちゃ
（Ⅱ期）

人 力

人 力

機械力

114.2

29.5 4.2

22.6

計 21.2

18.9

人 力 133.9

（株出） 機械力 6.6

機械力 39.4

58.7

増 減

機械力

かぼちゃ
（Ⅰ期）

1.1

93.6 △ 39.4

3.3 △ 130.6

1.1

△ 2.7

110.9

4.5

3.9

△ 20.5

△ 25.3

△ 157.6

△ 15.0

133.0

21.9人 力



該当なし

区分

土地

利用区分

区分

土地

利用区分

(第9表－5)

(第9表－5)

二級地 三級地三級地 四級地

計

そ の 他

( 桑 園 )

樹 園 地

農

地

輪 換 耕 地

畑

( 果 樹 園 )

( 普 通 畑 )

一級地

四級地 計

( 牧 草 畑 )

( 牧 草 畑 )

級地名

(2-2)

計

そ の 他

田

合 計
干 拓 (ha)

干 拓 (ha)

6．級地別土地利用区分

級地名
農 用 地 造 成 (ha)

(2-1)

農

地
樹 園 地

( 果 樹 園 )

一級地 二級地 計

田

輪 換 耕 地

- 26 -

畑

( 普 通 畑 )

( 桑 園 )



7．土地配分計画 該当なし

- 27 -

入　植 （

） （

（

増　反

）

）

（ ）

計

（

入　植 （

）

）

区分

（

）

）

(2-2) (第9表－6)

項目
備 考

）（（ ） （

） （

区分 (戸)

） （

樹 園 地

） （（

田 輪換耕地

増　反

畑

（ ） （ ）

普 通 畑 牧 草 畑

）

(2-1) (第9表－6)

項目
地 目 別 配 分 計 画 (ha)

配分戸数



　第3節　用水計画 該当なし

1．計画基準年

該当なし

2．計画かんがい方式

該当なし

3．計画用水系統

該当なし

- 28 -



4．計画用水量 該当なし

(1) かんがい用水

水田かんがい

(第10表－1-1)

一
日
当
た
り
計
画

水田畑利用

平
均
間
断
日
数

計
画
代
か
き

単
位
用
水
量

(日)

面

積

(ha)

平
均
か
ん
水
深

(mm/日)

一
日
当
た
り
計
画

農
業
用
用
排
水
施
設

普通畑

(mm/日)

項目

計

計
画
平
均

面

積

代かき期

単
位
用
水
量

(mm/日) (ha)

平
均
か
ん
水
深

系
統
名

(mm/日)

計

計

畑地かんがい

(2-2)

平
均
間
断
日
数

系
統
名

種
別

(日)

(2-1)

項目 面積(ha)

事業名

粗用水量

備考
平均 最大

(m3/s) (m3/s)

(第10表－1-1)

- 29 -

損

失

率

(m3/s) （％)(mm/日)

単
位
用
水
量

消

費

水

量

その他

面

積

計
画
平
均

(ha)(ha)

面

積



(2) 営農飲雑用水

(回) (戸)

5．水源計画 該当なし

(1) 水利用計画

c

(1-a)

計

(千m3)

(第10表－2)

損失率：α

(千m3)

備 考
水 量

水源
工種

水源依存量

水源名

可 能 量
取 水 地 点

現況利用可能水量

e

(第10表－1－2)

(第10表－2)

水源名

(千m3)

日当たり給水量

f

(千m3)

ほ 場 利 用粗用水量

d=

(千m3)

純用水量

関
係
戸
数

備 考

(千m3)

(リッ
トル/日)

利用可能量

補
給
回
数

最　 大

給水量

有効雨量

(千m3)

h = d-e

(千m3)

g = c-f

水　　量

(千m3)

(2-1)

不足水量

a b c = a-b

(千m3)

消費水量

計

全不足

区　分

(2-2)

水　　量
純不足

区分

- 30 -

項　目

区　分

項　目

給水量

対 象 面 積 (ha)

利用目的

(リッ
トル/日)

単 　位

計

事 業 名



(2) 用水対策

(ア) 貯水池

(イ) 井堰及び自然取入口

貯水池名

備 考

項　目

計

(2-2)

取 水 量 (m3/s)
渇水量

(m3/s)

(第10表－4)

計

最 大 平 均

項　目
流域面積

施設名 (km2)

河川名取水

か ん が い 面 積 (ha)

事 業 名

計

(2-1) (第10表－4)

項　目

貯水池名

(千m3)

(第10表－3)

(2-2)

(2-1)

(第10表－3)

項　目
利 用 回 数 最 大 取 水 量

備 考

(回) (m3/s)

(千m3)

純 貯 水 量
か ん が い 面 積 (ha)流域面積

- 31 -

(km2)

直接 間接

利 用 貯 水 量

貯水池名

計

事 業 名



(ウ) 揚水機

(エ) 用水路

(オ) その他の水源施設

(3) 水温水質

(台)

計

(第10表－6)

構 造 備 考

(m3/s)

か ん が い 面 積 (ha)

(m3/s)

(第10表－5)

備 考

(m3/s)

全揚水量

延 長

(km)

最大通水量

名　称 (m)

(2-1)

項　目 揚 水 機

揚水量 台数

事 業 名

実揚程

(2-2)

(2-1) (第10表－5)

項　目 所 要 水 量 (m3/s)か ん が い 面 積 (ha)

水源名

名　称
平 均

(2-2)

(第10表－6)

項　目

計

事 業 名

名　称

項　目

名　称

最 大

- 32 -

計

計



　第4節　排水計画

1．計画基準雨量

1/10年確率時間雨量 154 mm/ha

2．計画排水方式

自然排水方式

3．計画排水系統

｛別紙　計画排水系統図｝

4．計画排水量

直接単位流出量

降 雨 に よ る

山地 平地

(第11表－1)

- -

11.12

(mm)

154

山地 平地 機械排水

基底流出量

(m3/s/km2)

(m3/s/km2)

山地

全排水量(m3/s)

平 地

自然排水

山地

-

山地 平地

11.12

11.12

(m3/s/km2)

単位排水量

21.6

2.67

2.67

計

排水施設名

-

下南最寄

(第11表－1)

備考

0.240

流域面積
基 準

雨 量

(2-1)

項　目

排水施設名

下南最寄

受 益 面 積 (ha)

事業名

区画整理 計

項　目

(2-2)

(km2)

21.6

平地

0.24

- 33 -

計 21.6

-

21.6



5．排水対策 該当無し

(1) 排水水門

(2) 排水機

(ｍ) (台)

(2-1)

(m
3
/s)

計

計

(第11表－3)

(2-2)

名　称

計画洪水量
名 称

計

項　目 排水本川

計画洪水位

実揚程 排水量 全排水量台数

(第11表－3)

(m
3
/s)

(2-2)

項　目

(km2)

受益面積(ha)

事 業 名

(m3/s)

流域面積

計

(km2)

計

備 考

(ｍ)

(第11表－2)

計

地区内

湛水深(m)(m
3
/s)

(2-1)

項　目
流域面積

名　称

事 業 名

計画排水量受益面積(ha)

排水量

項　目

名　称

名　称

- 34 -

(m3/s)

備 考

計画排水量

排水量 地区内

(第11表－2)

湛水深(m)

排水機



(3) 排水路

(m)

- 35 -

計

(2-1)

名　称

項　目

(第11表－4)

計　 画
延 長流域面積

(km
2
)

構 造排水量

(m
3
/s)

事 業 名

受益面積(ha)

区画整理 計



(ｍ)

計画洪水位
名称

- 35-2 -

(2-2) (第11表－4)

項　目 排 水 本 川

備 考

計

(m
3
/s)名　称

計画洪水量



(4) その他

6．たん水検討 該当なし

- 36 -



　第5節　道路計画

1．道路及び索道

(1) 道路

- 37 -

流しコーラルt=15cm 市道城辺63号線に接続

L7農道 3.0 46.0 流しコーラルt=15cm 市道城辺63号線に接続

1,742.0合計

L9号水兼農道

S6号水兼農道 5.5 139.0 アスコンt=4cm

205.0

L4号水兼農道 5.5

L6号耕作水兼農道 3.0 25.0

5.5

アスコンt=4cm217.0 市道城辺64号線に接続

アスコンt=4cm

既設道路との関係

（第１２表-１）

(m)
備 考

路線名 (m)

項 目 幅　(有効)×延長
構 造

330.5

105.0 アスコンt=4cm3.0

アスコンt=4cm

L1号耕作水兼農道

アスコンt=4cmS5号耕作水兼農道

S1号水兼農道 5.5

48.5

R2号水兼農道 5.5 アスコンt=4cm

アスコンt=4cm

3.0

市道城辺263号線に接続

L2農道 3.0 62.0

68.0

3.0 25.0

R8号水兼農道 5.5

市道城辺33号線に接続アスコンt=4cm149.0

322.0 アスコンt=4cm

市道城辺261号線に接続

市道城辺34号線、市道城辺64号線に接続

市道城辺134号線に接続

市道城辺63号線、市道城辺264号線に接続

R1号水兼農道 5.5 アスコンt=4cm 市道城辺33号線、市道城辺34号線に接続

R6号耕作水兼農道



(2) 索道

2．路線配置図 ｛別紙　道路計画平面図　参照　｝

- 38 -

(第12表－2)

項 目
能 力 (t/hr) 延 長 (m) 接続道路名 備 考

路線名



　第6節　農用地造成計画 該当なし

1．農用地造成計画 該当なし

(1) 農用地造成計画

(2) 末端道水路配置図

2．土壌改良 該当なし

(ha) ( Y1 )

(t)

(第13表－1)

項目
主要作物 自然傾斜 備 考

土地利用区分

KC1
置換酸度

耕地の形状 標準区画の形状

(2-1) (第13表－2)

項 目 ｐH

面 積 土 壌
H2O

土地利用区分 統 ( 区 ) 名

有機質

(2-2) (第13表－2)

項 目 りん酸吸収 ha当たり所要量

備 考係 数
石灰

りん酸質

土地利用区分 (mg/100g) 資材 (t) 資材(t)

- 39 -



　第7節　洪水調節計画 該当なし

1．計画基準雨量 該当なし

2．計画洪水量及び調節量 該当なし

3．貯水池 該当なし

項目

池名

項目

池名

(2-1) (第14表－1)

地点

流 域 洪　　 水 計 画 安 全 必 要 ピ － ク 時

面 積 調 節 量

(km2) (hr) (m3/s) (m3/s) (m3/s)

到達時間 洪 水 量 洪 水 量 調 節 量

(m3/s)

(2-2) (第14表－1)

地点

ピ － ク 時 調 節 後 調節前後の
備 考

調節後流量 最大流量 最大流量の差

(m3/s)(m3/s) (m3/s) (m3/s)

貯 水 量 ( 千 m3 )

洪水調節容量

流域面積(km2)

貯水

(m3/s)

計画洪水量

(2-1)

直接 間接

(第14表－2)

他目的有効

(2-2) (第14表－2)

備 考貯水 計画調節流量 可能調節流量

- 40-

(m3/s) (m3/s)



4．洪水調節検討 該当なし

(1) 河川改修計画との関係

(2) 洪水調節が下流に及ぼす影響

(3) 計画基準雨量以外の降雨についての検討

5．管理計画 該当なし

(1) 管理機構

(2) ダム管理操作上の各種基準

(3) 洪水調節要領

- 41 -



　第8節　干拓計画 該当なし

項目

(m) (km) (mb)

(第15表)

延 長 計画高潮(水)位 　風向及び 風 速

名称

気 圧

- 42 -

(T.P.m) 　対岸距離 (m/s)
備 考



　第9節　農用地整備計画

1．区画整理

(1) 区画の形状

(m) (ｈａ) (ｈａ) (％) (m)

(2) 表土扱い

(ha) (cm) (m3)

(3) 末端道水路配置図 ｛別紙　道路計画平面図　及び　計画排水系統図　参照　｝

(第16表－1)

長辺×短辺 区画面積 全体面積 割 合 田 面 差
備 考

200 × 100 21.6 23.5 92.0 -

計 23.5

(第16表－2)

面 積
表土扱い要否の理由

扱 い 深 土 量
備 考

- 43 -

21.6
表土は農家が長い年月をかけて培ったも
のであり、収量や営農作業に大きな影響
を及ぼすものであるため。

60 129,600
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L4

L5
L6

L7

L8 L9

L10

1.67ha

0.52ha

1.96ha

0.80ha

0.57ha

0.17ha

0.82ha 1.10ha

0.30ha

R1

R2

R5

R6

R7

R8

R10

R11

1.37ha

1.13ha

1.12ha

1.29ha

1.04ha

0.48ha

1.33ha

2.72ha

S1

S2

S4

S5

1.16ha

0.21ha

0.28ha

0.23ha

L3号浸透池

L4号浸透池

L6号浸透池

R1号浸透池

R2号浸透池

R5号浸透池

R6号浸透池

R10号浸透池

S1-1号浸透池 S1-2号浸透池

S2号浸透池

S4号浸透池

沖縄県　下南最寄地区 計画排水系統図　S=1/2,000

N

城辺

来間島

下地島

位　置　図

伊良部島

上
野

下南最寄地区

宮古島市

池間島

平良

下地

45.5

46.0

46.5

42.
5

44

43
.0

43
.5

47.5

L9号浸透池

S5号浸透池

42
.3

S6
0.79ha

45.0

44

S6号浸透池

御嶽

農 道

除 外 地

水 兼 農 道

凡　　　　　　例

地 区 界

浸 透 池

グリーンベルト

石 積

排 水 方 向

47

42

43

43.0

44.0

L1
0.54ha

水利施設等保全高度化事業
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.6

41
.6
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41
.6

西
花
切

市
城

43
.442
.4

44
.6

46
.4

52
.4

48
.7

43
.6

43
.3

42
.5

辺
砂
川

営
住

L2

L3

L4

L5
L6

L7

L8 L9

L10

1.67ha

0.52ha

1.96ha

0.80ha

0.57ha

0.17ha

0.82ha 1.10ha

0.30ha

R1

R2

R5

R6

R7

R8

R10

R11

1.37ha

1.13ha

1.12ha

1.29ha

1.04ha

0.48ha

1.33ha

2.72ha

S1

S2

S4

S5

1.16ha

0.21ha

0.28ha

0.23ha

R2号水兼農道 L=330.5m

既R6号水兼農道

R8号水兼農道 L=68m

L4号水兼農道 L=217m

既L3号水兼農道

R1号水兼農道 L=205m

既R3号水兼農道
既R7号水兼農道

L6号耕作水兼農道 L=26m

R6号耕作水兼農道 L=25m

S1号水兼農道 L=149m

L
7号

農
道

L
=
46

m

沖縄県　下南最寄地区 道路計画平面図 　S=1/2,000

N

城辺

来間島

下地島

位　置　図

伊良部島

上
野

下南最寄地区

宮古島市

池間島

平良

下地

農 道

除 外 地

水 兼 農 道

凡　　　　　　例

地 区 界

浸 透 池

グリーンベルト

石 積

既R10号水兼農道

L9号水兼農道 L=322m

L
=
48
.5
m

S5
号
耕
作
水
兼
農
道

42
.3

S6
0.79ha

S6
号
水
兼
農
道
 L
=1
39
m

御嶽

路線名 距離(m)

L4号水兼農道

L6号耕作水兼農道

L7号農道

R1号水兼農道

R2号水兼農道

R6号耕作水兼農道

R8号水兼農道

S1号水兼農道

S5号耕作水兼農道

217.0

25.0

46.0

205.0

330.5

25.0

68.0

149.0

48.5

合計 1742.0

L9号水兼農道 322.0

S6号水兼農道 139.0
L
2号

農
道

L
=
6
2
m

L2号農道 62.0

L1号耕作水兼農道 L=105m

L1
0.54ha

L1号耕作水兼農道 105.0

水利施設等保全高度化事業



2．暗渠排水 該当なし

(1) 暗渠排水

項目

項目

(m)

(2) 心土破砕

項目

計

単位排水量

(ﾘｯ
ﾄﾙ/s/ha)

基準雨量

(mm/日)

(2-1) (第16表－3－1)

面 積 (ha)

土壌統（区）分事 業 名

区分

計

(2-2) (第16表－3－1)

備 考計画後の地下 集水渠出口以

区分 　水位 下の排水方法

計

(第16表－3－2)

面 積 (ha)

土壌統（区）分 土壌硬度 備 考事 業 名

区分 計

- 44 -

計



3．客　　土 該当なし

項目

項目

(m3) (％)

4．農地保全

(1) 防災林

(m) (m)

(2) 排水工

(3) 浸食 (崩壊) 防止工

(ha)

(2-1) (第16表－4)

面 積 (ha)

土壌統（区）分

減水深(mm/日)

事 業 名 現 況 計 画

区分 平 均計 平 均

計

(m3/s/ha) 　 材料
受 益 地 採土地(客土

(2-2) (第16表－4)

作土の厚さ(cm) 10a当たり 土 壌 の 性 質

備 考現 況 計 画 客土量

区分 平 均 平 均

区分

計

(第16表－5－1)

項 目 最 大 風 速 幅 間 隔
備 考

(m3/s/ha)

(m/s)

全排水量

(第16表－5－2)

備 考

項 目

土 性基準雨量

名称 (mm/日) (m/s)

流出率

排 水 量

単位排水量

(第16表－5－3)

施設名

項 目

- 45 -

支配面積
機 能位 置 備 考



　第10節　老朽ため池改修計画 該当なし

1．洪水吐改修計画 該当なし

(1) 計画基準雨量

(2) 計画洪水量

2．堤体補強計画 該当なし

3．取水施設改修計画 該当なし

- 46 -



第５章　主要工事計画

　第1節　用水施設 該当なし

1．貯水池 該当なし

(m) (m)

2．頭首工 該当なし

(m) (m)

流域面積(km2)

(2-1) (第17表－1)

名 称

洪 水 吐

型 式
洪水量

間接

(m3/s)

堤 体 形 式

(2-2) (第17表－1)

直接

基盤地盤 貯水量(千m3)

位　置

堤 長 堤体積
備 考

(m3) 地　　　質 総貯水量 有効貯水量

堤高

(m3/s) (m3/s)
取水施設

型 式
取水量

放流施設

型 式
放流量

(2-1) (第17表－2)

位 置

形 式
堤 高 堤 長 (m) 取水位

固定部

名 称

取水量
付帯施設

(m3/s)

- 47 -

計可動部

(2-2) (第17表－2)

名 称

備 考
形 式



3．揚水機 該当なし

(　　)

(2-1)

揚 程 (m)

実揚程名 称 (m3/s) 全揚程

原動機

形式

(第17表－3)

項 目
位 置

揚水量

(2-2) (第17表－3)

項 目 揚水機

名 称 口径 (mm) 台数 (台) 動力 台数 (台)形式
備 考

- 48 -



4．用水路 該当なし

4．用水路 該当なし

該当なし

（第17表－5）

項目

施設名
構　　造 規　　模 数　　量

５．その他かんがい施設

備　　考

項　目

構 造 勾 配 主要構造物

(2-1) (第17表－4)

項　目
かんがい面積(ha) 延長(m)

事 業 名 通水量
開きょ トンネル

水 路 名
農業用用
排水施設

計
計

(m
3
/s)

その他

小計

水 路 名

(2-2) (第17表－4)

備 考

- 49 -

小計



　第2節　排水水門 該当なし

1．排水水門 該当なし

(m) (m)

2．排水機 該当なし

(mm) (台) ( ) (台)

(2-1) (第18表－1)

項目
位 置 形 式 構 造

内水位 外水位

計

名称

(2-2) (第18表－1)

項目 排水路
備 考

名称 (m3/s)

排水機

計

(第18表－2)(2-1)

項目

位 置
排 水 量

揚程(m)

実揚程 形式
名称 (m3/s)

全揚程

(2-2) (第18表－2)

項目 排水機 原動機

形式
名称

備考口径 台数 動力 台数

- 50 -



(3) 排水路 該当なし

(m)

(ｍ)

項　目 排 水 本 川

備 考計画洪水量 計画洪水位

名　称 (m3/s)

(2-2) (第11表－4)

名称

事 業 名 排水量

名　称 (km2) 区画整理 計 (m3/s)

(2-1) (第11表－4)

項　目
流域面積

受益面積(ha) 計　 画
延 長

構 造

計

- 51 -

計



　第5節　道路計画

第3節　道路及び索道

(1) 道路の総括表

路線名 (m) (m)

- 52-

5.5 217.0 アスコンt=4cm 市道城辺64号線に接続

L1号耕作水兼農道

L6号耕作水兼農道 3 25.0 アスコンt=4cm

3.0 105.0

L4号水兼農道

アスコンt=4cm

（第19表－1）

項 目 幅　(有効)×延長
構 造 既設道路との関係 備 考

R1号水兼農道 5.5 205.0 アスコンt=4cm 市道城辺33号線、市道城辺34号線に接続

R2号水兼農道 5.5 330.5 アスコンt=4cm 市道城辺34号線、市道城辺64号線に接続

R6号耕作水兼農道 3 25.0 アスコンt=4cm

R8号水兼農道 5.5 68.0 アスコンt=4cm 市道城辺261号線に接続

L9号水兼農道 5.5 322.0 アスコンt=4cm 市道城辺63号線、市道城辺264号線に接続

S1号水兼農道 5.5 149.0 アスコンt=4cm 市道城辺33号線に接続

S5号耕作水兼農道 3.0 48.5 アスコンt=4cm 市道城辺134号線に接続

S6号水兼農道 5.5 139.0 アスコンt=4cm 市道城辺263号線に接続

L2農道 3 62.0 流しコーラルt=15cm 市道城辺63号線に接続

L7農道 3.0 46.0 流しコーラルt=15cm 市道城辺63号線に接続

合計 1742.0



(2) 道路主要構造物

(m)

2．索道 該当なし

(m) (m) ( )

(第19表－2)

項 目
名 称 規模構造

延 長 箇所数
備 考

路線名 (箇所)

(第19表－3)

項 目
延 長 高 低 差 能 力

原動機

備 考
形 式

動 力

名 称 (t/hr)

- 53 -



　第4節　農用地造成 該当なし

1．農用地造成 該当なし

(1) 抜根

(cm) (ha)

(2) 除礫

(ha)

(3) 開墾作業

(本/ha)

(第20表－1)

項 目
樹 種

樹径 ha当たり本数 面積
工 法 備 考

区 分

計

(cm) (m3/ha)

(第20表－2)

備 考
項 目 対象土層の厚さ ha当たり標準除礫量 面 積

工 法
区 分

計

地 目 造 成 工 法 (ha)

(第20表－3)

項 目
面 積

工 法 備 考区 分

- 54 -

計



(4) 地目交換

(5) 末端用水路等

(6) 末端排水路等

2．土壌改良 該当なし

(ha) (t) (t) (t)

(第20表－4)

項 目
面 積 (ha) 工 法 備 考

区 分

計

(第20表－5)

項目
数 量 規 模 構 造 備 考

区分

計

(第20表－6)

項目
数 量 規 模 構 造 備 考

区分

計

(第20表－7)

りん酸質資材量 有機質資材量
備 考

項目 面 積

区分

石灰量
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計



　第5節　洪水調整施設 該当なし

1．貯水池 該当なし

2．頭首工及び導水路 該当なし

(1) 頭首工

(m)

(2) 導水路

(2-1) (第21表－2)

名 称
位 置

堤 長 (m)

形 式
集 水 面 積 堤 高

固定部 可動部 計
(km2) (m)

名 称

備考計画洪水位
付帯施設

形 式

(2-2) (第21表－2)

延 長 (m)

(第21表－3)(2-1)

項 目 通水量

計水路名 (m3/s)

- 56 -

(2-2) (第21表－3)

項 目
構 造 勾 配 備 考

水路名

トンネル その他



　第6節　干拓施設 該当なし

1．堤防 該当なし

2．潮止め 該当なし

3．付属施設 該当なし

4．埋立 該当なし

(ha) (m) (m3)

(2-1) (第22表－1)

項 目

型 式
延 長

構 造

堤頂標高 盛土幅 盛土標高

名　称 （ｍ) (m) (m) 及び舗装

(第22表－1)(2-2)

備 考
上流斜面 下流斜面

項 目 構 造 原地盤標高(m)

潮止め堤標高

名　称

平 均 最 低
名　称

(m)

(2-1) (第22表－2)

項 目
工 法

幅 員 敷高標高

(m)(m)

(2-2) (第22表－2)

項 目 最大流速
床固め構造 備 考

名　称 (m)

(第22表－3)

項 目 面積 埋立標高 埋立標高
施工方法 構 造

区　分
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　第7節　農用地整備施設

1．区画整理

(1) 区画整理

(ha) (m3) (ha) (m3)

(2) 末端用水路等

(3) 末端排水路等

下南最寄 21.6 200 × 100

(第23表－1)

工 区 名
面 積 整 地 工 表 土 扱 い

備 考
標準区画 土　量 面　積 土　量

129,600 21.6 129,600

(第23表－2)

項 目
数 量 規 模 構 造 備考

区　分

(第23表－3)

項 目

S-4号沈砂池 1基 95m3 石積み側壁

区　分

R-2号浸透池 1基 1,402m3 石積み側壁

計

L-1号浸透池 1基

数 量 規 模 構 造 備考

7,735m3

石積み側壁

石積み側壁

- 58 -

計 16基

R-6号浸透池 1基 546m3 石積み側壁

石積み側壁

S-5号沈砂池 1基 62m3 石積み側壁

R-5号浸透池 1基 781m3

1基

196m3

S-6号沈砂池 1基 477m3 石積み側壁

S-1-1号沈砂池 1基 158m3

L-4号浸透池 1基 647m3 石積み側壁

168m3 石積み側壁

L-3号浸透池 1基

L-6号浸透池 1基 979m3 石積み側壁

L-9号浸透池 1基 802m3 石積み側壁

R-1号浸透池 1基 566m3 石積み側壁

257m3 石積み側壁S-1-2号沈砂池

石積み側壁495m3R-10号浸透池 1基

S-2号沈砂池 1基 104m3 石積み側壁



2．暗渠排水 該当なし

(1) 暗渠排水

集水渠出口以下の

排水施設

(2) 心土破砕

(cm)

- 59 -

計

　 厚さ 除礫量 (m3/ha) (ha)

(第23表－4－2)

項 目 対象土層の ha当たり標準 面　積
工　法 備考

区　分

(m/ha)

計

(3-3) (第23表－4－1)

項　目

備 考

構造
数量

区　分

計

(m/ha)
名称

区　分 (mm) (m) (m)

管径 深さ 間隔 延長

(3-2) (第23表－4－1)

項　目
排 水 渠

勾配 管種

計

延長

区　分 (mm) (m/ha)
管種

管径
計 勾配

(3-1) (第23表－4－1)

項　目 面　　積 (ha)
集 水 渠

事 業 名



3．客土 該当なし

(m3) (m3) (km)

4．除礫 該当なし

(cm)

5．農地保全 該当なし

(1) 防災林

- 60 -

(本)

計

項 目 植 栽 本 数
備 考

区　分

(2-2) (第23表－7)

計

(第23表－7)

項 目 幅 延 長 面 積
樹 種

計

区　分 (m) (m) (ha)

(2-1)

区　分 　 厚さ 除礫量 (m3/ha) (ha)

項 目 対象土層の ha当たり標準 面　積

(第23表－6)

計

(2-2) (第23表－5)

工　法

備 考

備 考

項　目
運搬方法

区　分

面　　積 (ha)

客入土量 土取場土量
区　分

事 業 名

計

(2-1) (第23表－5)

項　目

計

運搬距離



(2) 排水路

(3) 浸食防止工
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計

(第23表－9)

項 目
構 造 数 量 備 考

名 称

計

(m) (m3/s)

(第23表－8)

項 目 延 長 流 量
構 造 備 考

区　分



　第8節　老朽ため池改修施設 該当なし

1．貯水池 該当なし

2．堤体補強施設 該当なし

(1) のり面保護施設

(2) 漏水防止工

- 62 -

取水量
備 考

(m3/s) (m) (m3/s)
備 考 取

水
施
設

形式洪水吐 形式
洪水量 規模

備 考
(m) (千m3)(m3/s)

堤体積 堤頂幅 貯水量

(第24表)

名称 位置

堤 長
提体 形式

流域 堤高

(km2) (m) (m)



第６章　附帯工事計画 該当なし

第７章　工事の着手及び完了の予定時期

8 年度

12 年度

着手

完了

- 63 -

令和

令和



第８章　環境と調和への配慮

1.事業計画における配慮

事業計画の策定に当たっては、宮古島市農村環境計画を考慮した調査を実施し、環境への配慮に努めた

計画とする。

2.工事実施における配慮

工事実施においては、事業計画で定めた配慮事項を確実に実施することを念頭に、大気質・騒音・振動等の

環境要素も含め、環境負荷を最小限に抑えるための工法を検討し、地区外への影響が出ないよう留意して施行

を行う。

3．赤土等流出防止への配慮

工事実施においては、浸透池等の赤土流出防止施設を先行して設置することにより、地区外への赤土の流出

を防止する等、「赤土等流出防止条例」に基づいた各種赤土流出防止対策を重点的に行う。また、工事完了から

農家に利用される間の裸地対策として、クロタラリア等による速やかな畑面植生を施すとともに、畑の際にグリーン

ベルトを植栽し、農地からの赤土流出防止に努める。

4.貴重な動植物、文化財及び景観等への配慮

①植物の保全対策

　当該地区は現況が一部原野を除き、ほとんどが農地である。文献等においては当該地域で貴重な植物は確

認されていないことから、事業実施による影響はほとんどないと考えられる。

②動物の保全対策

　宮古島市では貴重種の生息が数種確認されており、当該地区においても貴重種が生息している可能性はあ

るものと思われる。工事実施に伴い貴重種が確認された場合は、すみやかに近隣に移動する等の対策を講じる

こととする。また動物の保護対策として、計画地区を５カ年で整備完了するように造成区域を分割して、当該造

成区域内に生息する動物の周囲への避難・回避を促す整備を図る。このように、事業実施にあたっては、生息

状況を見ながら環境に配慮する事項について弾力的な対応を行うこととする。

5．文化財への配慮

　当該地区には井戸（文化財未指定）が見られる。

　教育委員会には協議済みであり、本事業においても除外している。

6．景観への配慮

　当該地区は、地区内及び近隣に名勝等は認められない。

7．その他の配慮

　計画地周辺には集落が隣接しているので、工事に伴う騒音・振動や粉塵等が影響しないよう配慮する。
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第９章　換地計画の概要

　第1節　換地計画を作成する上での基本的な考え方

換地計画の樹立に当たっては、特に農用地の集団化その他農業構造の改善及び土地利用の合理化が図

られるように、換地設計基準を定め、換地計画書を作成する。

　第2節　換地区の設定 該当なし

1．換地区の名称、所在、面積

2．換地区を設定する理由

　第3節　換地計画樹立の基本方針

1．従前の土地の地積の基準

地 積 の 基 準

下南最寄地区

　換地交付の基準とする従前の土地の地積は、土地改良計画決定の日の登
記簿地積とする。
　ただし、上記の日から6ヶ月以内に測量士、測量士補又は土地家屋調査士
の測量した実測図及び隣接所有者の同意書を添付して申し出があった場合
は、その申し出のあった地積とする。

(第25表－1)

換 地 区 名 換地区の所在 面 積 (ha)

- 65 -

換 地 区 名

(第25表－2)



2．用途別予定地積

(単位：ha) (第25表－3)

用　途　
非農用地区域外に換地する土地

(取得予定者)

(4-1)

山
林
・
原
野

そ
の
他

換
地
区
名

田 畑

通常事業施工地域に含める
土地(令第1条の9(　　)書き)

計

土地改良
施設

その他 小計

－ 21.6

下南最寄

従前の
土地

- 22.7

換地 - 21.6

－0.5 - 23.2

-

－ －

- － －

23.2

非農用地区域に換地する土地
(取得予定者)

- － －

－－ －

－

換地

用　途　
非農用地区域外に換地する土地

- 21.6 - 21.6

(4-2) (単位：ha) (第25表－3)

合

計

従前の
土地

- 22.7

-

0.5

換
地
区
名

本事業によって生ずる土地改良
施設用地

創　設

農用地

改良区 その他 宅地 その他

合
計

特定用途用地

計

－ 1.0

計

- －

1.0

下南最寄

従前の
土地

－ －

換地 － 1.0

0.0

0.0合

計

従前の
土地

－ － - －
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換地 － 1.0 1.0 － 1.0

前
後

前
後

前
後



-

-

国

-

-

合
計

県

市
町
村
他

(取得予定者)

合理化施 共用施設

 設用地

農業経営 生活上・ 公用・公

宅
地
等要な施設

用　途　
非農用地区域に換地する土地

計

 用地

(4-3) (第25表－3)(単位：ha)

下南最寄

従前の
土地

- -

- - - - - --

合
計

換
地
区
名

経営上必

異
種
目
換
地

創設非農用地

 用地

換地

(4-4)

合

計

従前の
土地

-

換地 - - -

一
般
国
公
有
地

総
合
計

-

(第25表－3)

- - -

(単位：ha)

機能交換に係る土地
用　途　

換
地
区
名

(取得予定者)

下南最寄

従前の
土地

- 0.3 23.5

換地 - 0.9 0.9 - 23.5

0.3 -
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23.5

換地 - 0.9 0.9 -

- 0.3 0.3

23.5

合

計

従前の
土地

-

前
後

前
後



3．農用地集団化の方針

4．非農用地換地の方法 該当なし

(m2)

　第4節　土地の評価及び清算の方法

1．評価の方法 標準値よりの減点方式

2．清算の方法 比例地積精算方式

　第5節　換地計画書樹立の年度計画

　第6節　換地処分の時期に関する特則

　換地区の全部について区画変更工事が完了し、確定測量が行われたときは、土地改良法第89条の2第
10項により準用する第54条第2項のただし書きにより換地を行うことができる。

下南最寄 該当なし

各人の従前の土地が
もっとも密集した位置を
中心として、概ねその
付近に定める。

2団地以内

１．区画の設定は原
則として長辺に沿っ
て設定する。短辺部
が農地利用に支障が
ないよう留意する。
２．設定後は道路に
沿うよう配慮する。

換地地区

区画畦畔の取扱い

(第25表－4)

区　分 地帯別、グループ別 個 人 別 換 地 の 方 法

換地地区 　団地の設定 位置の選択方法 一戸当たり目標団地数

(2-1) (第25表－5)

区　分
用途 非農用地区域の位置の概略

面 積
換地の手法

(2-2) (第25表－5)

区　分
換地取得予定者 その他

換地地区

令和12年度 令和12年度

換地処分

(第25表－6)

区　分 一時利用地の 換地計画の
備 考

令和12年度
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換地地区 指定予定年度 決定予定年度 予定年度

下南最寄
令和8年度～



第１０章　事業費の総額及び内訳

(第26表)

事　業　名
区画整理 備 考

区　分 (百万円)

- 69 -

主 要 工 事 971 令和6年度単価

附 帯 工 事 －

国営かんがい排水事業宮古伊良部地区　など

都道府県営 482

計 971

関
連
事
業

(

参
考

)

国営 345

団体営 －

畑かん　下南最寄地区



第１１章　効　　用

年総効果(便益) 年増加農業所

 額  得額　(千円)

農業の接続的
発展に関する
効果

農業労働環境改善効果

(第27表)

事業名 効 果 区 分 備 考
(千円)

区
画
整
理

食料の安定供
給の確保に関
する効果

作物生産効果

品質向上効果

24,501

2,538

33,283

25,85926,600

2,538

維持管理費節減効果

国産農作物安定供給効果

△ 636

3,789

△ 1,278

-

営農経費節減効果

災害防止効果 (農業) - -

耕作放棄防止効果 - -

農村の振興に
関する効果

災害防止効果 (一般資産) - -

地域用水効果 -

一般交通等経費節減効果 - -

- -

地籍確定効果 - -

103,716

812,689

-

国土造成効果 - -

-

景観・環境保全効果

2.10

12,792

61,044

759,194

1,571,883

多面的機能の
発揮に関する
効果

災害防止効果 (公共施設) - -

-

47,566 -

- -

非農用地等創設効果 - -

水源かん養効果

合 計

都市・農村交流促進効果

その他効果（国産農産物安定供給効果） -

103,716 61,044

区分 算定式 数値 備考

総費用(現在価値化) ③=①+② 千円

千円/年

その他費用(関連事業費＋資産価額＋再整備費) ② 千円

当該事業による費用 ① 千円

年償還額 ④ 1,296

千円/年

年総効果(便益費) 額 ⑤ 千円

うち機能向上分 ④' 1,296

年増加農業所得額 ⑦ 千円

現況年総農業所得額 ⑥ 千円

割引率

評価期間(当該事業の工事期間＋40年) 年45

0.04

総費用総便益比 ⑨=⑧/③

総便益額(現在価値化) ⑧ 千円1,732,946

1.10
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増加所得償還率 ⑪=④'/⑦×100 ％

総所得償還率 ⑩=④/⑥×100 ％10.10



第１２章　関連する事業

第１３章　現況・計画平面図

1．現況平面図 ｛別紙　現況土地利用図｝

2．計画平面図 ｛別紙　計画平面図｝

3．主要構造図 ｛別紙　主要構造図｝

(第28表)

事 業 内 容

公団 8,160 水源整備

皆福地下ダム 国 8,160 水源整備

県 21.6 末端畑地かんがい施設

公団営農用地等緊急保全整備事業

区　分 事 業 名 事 業 主 体
受益面積

水利施設等保全高度化事業
（下南最寄地区）

国営かんがい排水事業（宮古伊良部）

異
種

国 9,156 水源整備

(ha)　

- 71 -

国営かんがい排水事業（宮古） 国 8,160 水源整備
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沖縄県　下南最寄地区 土地利用状況図　S=1/2,000
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沖縄県　下南最寄地区 計画平面図 　S=1/2,000
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